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        今回は新人歓迎山行として雪のない山で企画した

が、半袖姿で登る姿や若々しいきびきびとした動きが垣間見え、頼も

しい一幕。また予想以上に恵まれた今回の天候は、この新人達に花を

添えるが如く富士も２人の門出を祝ってくれたのではないだろうか。 
今後も富士を愛でながら登る山行は継続して企画したいものである。 

用意されていた洗い場で泥を丹念に洗い落とした。帰途は、温泉、沼

津漁港で寿司を堪能して帰った。 

      新しく入部された小久保さん、川中さん、その他７名での登山となった。当日は快晴で、雲

一つなかった。高速で現地に向かう途中で、富士山が見えてきた。きれいに雪化粧した富士山&お茶畑&
真っ青な空が、美しく見せるためにわざと何ものかが造ったような、妙なバランスをとりながら眼前に広

がっていた。あまりの美しさに一同、感嘆の息を漏らした。そんな光景を見ながら、あっという間に登山

口に 10:00に到着した。駐車場はほぼ満車となっており越前岳の人気の高さがうかがえる。各々準備をし、
富士山を背に登山を開始した。途中、振り返ると富士山が美しく、かつ堂々とそびえ立っており、皆思い

思いにシャッターを切る。また、足元を見ると雪柱がなっており、ムーミンのニョロニョロのようにかわ

いらしく生えていた。登山開始後、1時間 45分での登頂となった。富士山は遠くに見え、その反対側の海
は太陽光に照らされながら穏やかさを漂わせていた。山頂付近で昼食後、12:30 に下山を開始したが、気
温が下がり始めたのか肌寒く感じた。また、足元がツルツルすべる箇所が多く、転ぶ者もいたが、全員無

事に下山した。ふと靴裏を見ると、地面がぬかるんでいたせいで、泥がしっかりべばりついていたので、
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